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	BSデジタルチューナーの開発

	· リモコンの操作性

　　　　ボタン配置、色、大きさ、表示文言

· EPGの操作性

　　　　予約、番組表等の操作フロー、ガイド内容

· 特徴機能の継承

　　　　メディアキー、メディアカラー、番組表

	量産用データ開発・移管 

	

	· 適材適所による評価手法の使い分けによって、プロジェクトを遅延させることなく効率的な運用が行なわれた。

· シミュレーションモデルでの評価により、ユーザーテストにおいて達成度の向上が見られ、使用性の向上が確認された。

· 開発チーム内でのユーザビリティに関する意識開発と、議論の活性化が図られた。



	· 現行機種と競合他社製品とのベンチマーキングを実施。

· 現行機種と次機種シミュレーションモデルとのベンチマーキングを実施。

	· 競合他社製品とのベンチマーキング

ユーザーテストによる同一タスク下での達成度計測を実施。

同時に他社製品の特徴抽出と自社機種の問題点抽出を行なった。
· 現行とシミュレーションモデルとのベンチマーキング　

　　　　　ユーザーテストによる同一タスク下での達成度計測を実施。

	· 依頼元

シミュレーションモデルの評価において、現行機種との間に明らかな

ユーザビリティの向上が見られ満足していただいた。



	· 短期間に実施しなければならないユーザビリティ評価の運用を通して、各手法の特色や用途を把握できた。

· 部門間連携の活性化やユーザビリティに関する議論の活性化を図ることで、モチベーションの維持向上を図ることができた。
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